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平成25年８月１日

６
月
定
例
会

５
月
臨
時
会

水遊びをしている子どもたち（亘理保育所）

6

被災者の生活再建を第一に（上浜街道の用地取得） 4

2

町政のここが聞きたい〈７人が一般質問〉

津波被災住宅再建支援に23億円の大型補正予算



亘
理
江
下
団
地
第
２
工
区
宅

地
整
備
工
事

小
野
一
雄
議
員　

長
瀞
小
、

荒
浜
中
の
建
設
業
者
が
同
一

Ｊ
Ｖ
に
な
っ
て
い
る
が
、
工

期
ま
で
に
間
に
合
う
の
か
。

町
長

高
野
孝
一
議
員　

団
地
造
成

地
は
市
街
地
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
工
事
車
両
の
通
行
量
が

増
え
、
雨
天
時
は
タ
イ
ヤ
の

泥
で
道
路
が
汚
れ
る
。
対
策

は
考
え
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長

鈴
木
邦
昭
議
員　

公
営
住
宅

整
備
基
準
は
平
成
23
年
12
月

に
改
正
さ
れ
、「
通
路
に
お

け
る
階
段
は
、
高
齢
者
等
の

通
行
の
安
全
に
配
慮
し
、
手

す
り
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
な
っ
て
い
る
が
。

町
長

鈴
木
高
行
議
員　

土
地
取
得

の
単
価
が
９
ラ
ン
ク
に
分
け

て
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
一

団
に
な
る
の
に
、
な
ぜ
同
じ

団
地
で
９
ラ
ン
ク
に
し
た
の

か
。

用
地
対
策
課
長

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
県
に
対
す
る
意
見
書

採
択
を
求
め
る
請
願
書

請
願
者

紹
介
議
員（

全
員
賛
成
で
採
択
）

【
提
出
先
】　
宮
城
県
知
事

工
事

吉
田
大
谷
地
団
地
宅
地
整
備

工
事

吉
田
南
河
原
団
地
宅
地
整
備

工
事

亘
理
江
下
団
地
第
１
工
区
宅

地
整
備
工
事

①
下
茨
田
②
袖
ヶ
沢
町
営
住

宅
外
壁
改
修
工
事

吉
田
舟
入
北
団
地
宅
地
整
備

災
害
公
営
集
合
住
宅　
下
茨

田
整
備
事
業
（
土
地
取
得
）

①
長
瀞
小
学
校
②
荒
浜
中
学

校
災
害
復
旧
工
事

逢
隈
小
学
校
災
害
復
旧
工
事

提
案
理
由

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

ト
か
ら
の
災
害
情
報
を
ど
の

よ
う
に
住
民
の
方
々
に
伝
達

す
る
の
か
。

総
務
課
長

鈴
木
高
行
議
員　

水
産
セ
ン

タ
ー
等
が
入
る
施
設
の
入
居

事
業
者
は
ど
の
よ
う
な
方
々

か
。
ま
た
、
総
事
業
費
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

農
林
水
産
課
長

震
災
復
興
基
金
・
交
付
金
基

金
合
わ
せ
る
と
約
１
０
０
億

円
以
上
あ
る
。
事
業
を
年
内

に
完
了
し
な
い
と
認
可
を
取

り
直
す
か
、
繰
り
延
べ
す
る

こ
と
に
な
る
。
本
町
で
は
、

事
業
計
画
は
年
度
内
に
確
実

に
執
行
で
き
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長

高
野
　
進
議
員　

被
災
者
の

方
が
引
っ
越
し
で
、
知
人
、

友
人
、
親
戚
等
の
方
々
に
手

伝
っ
て
い
た
だ
い
た
場
合
、

領
収
書
が
な
い
。
そ
う
い
う

方
々
に
対
し
、
一
定
額
を
津

波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事
業

費
か
ら
補
助
で
き
な
い
か
。

被
災
者
支
援
課
長

鞠
子
幸
則
議
員　

Ｊ
ア
ラ
ー

鈴
木
高
行
議
員　

東
日
本
大

鞠
子
幸
則
議
員　

災
害
危
険

区
域
外
で
被
災
し
、
他
市
町

村
に
住
民
票
を
移
し
た
方

が
、
本
町
に
戻
っ
た
場
合
、

津
波
被
災
住
宅
再
建
支
援
事

業
の
補
助
の
対
象
に
な
る
の

か
。

被
災
者
支
援
課
長

津波被災住宅再建支援事業等に
26億39万円を追加

６
月
定
例
会
は
６
月
12
日
か
ら
６
月
17
日
ま
で

の
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
議
案
16
件
、
報
告
４
件
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
慎
重
審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

各
種
工
事・土
地
取
得
契
約
の
締
結

再開されている荒浜漁港

防災無線

着工された長瀞小復旧工事

下茨田町営住宅

一
般
会
計
補
正

・東日本大震災復興基金交付金（津波被災住宅再建支援事業） 23億5000万円
・防災集団移転促進事業移転跡地がれき除去事業 1億7340万円
・東日本大震災農業生産対策事業 1億3290万円
・中学校施設（荒浜中・逢隈中プール）災害復旧事業 9600万円
・防災情報通信設備整備事業（Jアラート多様化推進事業） 2100万円
・地域資源活用総合交流施設設計業務等委託料（水産センター） 3150万円

平成25年度６月補正予算の主な事業

請
願
書

意
見
書

６月定例会 ６月定例会
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（
全
員
賛
成
で
可
決
）

髙
野
孝
一
議
員　

リ
ー
ス
契

約
か
ら
買
い
取
り
に
し
た
場

合
、
３
台
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
経
費
は
１
年
間
で
ど
の
く

ら
い
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

企
画
財
政
課
長

安
藤
美
重
子
議
員　

今
回
の

震
災
で
町
内
の
集
会
所
は

何
ヵ
所
が
破
損
し
て
、
補
助

金
の
申
請
を
し
て
い
る
の

か
。

総
務
課
長

提
案
理
由

鞠
子
幸
則
議
員　

集
会
所
建

設
事
業
補
助
金
９
１
７
４
万

８
０
０
０
円
の
内
容
は
。

総
務
課
長

鞠
子
幸
則
議
員　

災
害
公
営

住
宅
上
浜
街
道
は
当
初
の
復

興
計
画
に
は
な
か
っ
た
が
、

こ
の
場
所
に
決
ま
っ
た
理
由

は
。
ま
た
、
ど
の
会
議
で
決

定
し
た
の
か
。

用
地
対
策
課
長

復
興
ま
ち
づ
く
り
課
長

高
野
　
進
議
員　

不
動
産
鑑

定
士
の
出
し
た
、
水
田
の
買

取
価
格
の
評
価
額
が
２
万
１

０
０
０
円
〜
２
万
３
０
０
０

円
で
あ
る
と
説
明
が
あ
る
。

行
政
の
判
断
は
ど
の
よ
う
で

あ
っ
た
か
。

用
地
対
策
課
長

提
案
理
由

（
賛
成
13
人　

反
対
３
人
）

亘
理
町
災
害
公
営
集
合
・
戸

建
住
宅
（
亘
理
上
浜
街
道
）

整
備
事
業

５
月
臨
時
会
は
５
月
17

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
災
害
公
営
住
宅

の
用
地
取
得
な
ど
11
議
案

が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
主
な
議
案
等
を
紹

介
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
購
入

一
般
会
計
補
正

旧舘仮設集会所での談話

町民乗合自動車さざんか号

災
害
公
営
住
宅

被災者の生活再建を第一に
亘理上浜街道の土地取得を可決！

高
野
　
進
議
員

反
対
討
論熊

田
芳
子
議
員

賛
成
討
論

平成25年５月　第19回臨時会　議案等の審議結果

平成25年６月　第20回定例会　議案等の審議結果

○：賛成　　×：反対　　議：議長　　欠：欠席　　退：退席　　除：除斥　　無記名投票：無記名投票
※議長は採決に加わりません。

× × ×

○ ○ ○

6.17 17 16 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ 議

6.17 17 16 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ 議

５月臨時会審 議 結 果

45



一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

従
来
の
経
緯
（
当
初
、

小
売
店
に
願
っ
て
設
置
）
に

と
ら
わ
れ
ず
、
商
店
の
新
規

参
入
と
、
被
災
事
業
者
に
も

参
入
の
機
会
を
提
供
し
て
は

ど
う
か
。

教
育
長

生
涯
学
習
課
長

問　

来
年
４
月
か
ら
消
費
税

が
５
％
か
ら
８
％
に
な
り
、

被
災
者
の
負
担
に
な
る
。
今

議
会
で
可
決
さ
れ
れ
ば
、
執

行
さ
れ
る
の
は
い
つ
か
。
ま

た
、
対
象
者
へ
の
説
明
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

町
長

問　

事
業
予
算
は
48
億
７
９

３
０
万
円
あ
る
が
、
対
象
者

と
使
途
内
容
は
。

町
長

高
　
野
　
　
　
進  

議
員

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

高野　進議員 ･･････････････････････７P
・公共施設への自動販売機設置は入札にしては
・東日本大震災復興基金交付金（津波被災住宅再建支援分）について

鈴木邦昭議員 ･･････････････････････８P
・小・中学校のトイレ洋式化の整備及びバリアフリー化について
・防災、減災対策について
・ピロリ菌の除菌で胃がんの撲滅について

佐藤　實議員 ･･････････････････････９P
・今後の災害対策について
・被災宅地の盛土について

佐藤　アヤ議員 ････････････････････10P
・定住化を促進するために計画を策定してはどうか
・風しんの予防接種助成について

鞠子幸則議員 ･･････････････････････11P
・中小企業の振興について
・水産業の振興について
・子ども医療費助成制度の拡充について

鈴木高行議員 ･･････････････････････12P
・災害危険区域に指定した土地の利用計画について
・災害時における緊急避難場所と被災者が滞在する避難所の安全対策について

髙野孝一議員 ･･････････････････････13P
・応急仮設住宅の入居期限について
・吉田・大畑浜地区の災害危険区域の土地利用について

一
般
質
問

６月定例会では、町民の方に開かれた議会を目指して
休日議会を開催しました。
休日議会は平日の議会傍聴ができない方にも、議員と

町当局のやり取りをじかに見ていただくことを目的とし
ています。
今回は７人の議員が町の事務の執行状況や、将来に向

けての考えなどを質
ただ

しました。

東日本大震災
復興交付金

７
月
下
旬
か
ら
説
明
会
を
開
催

津
波
被
災
住
宅
再
建
の
支
援
は

入札は今のところ考えていない

公共施設への自販機業者の新規参入は

再建された住宅

7 6



一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

く
、
よ
り
安
全
に
か
つ
迅
速

に
、
適
切
な
避
難
場
所
に
避

難
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策

は
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
の
か
。

町
長

町
長

町
長

問　

本
町
に
お
い
て
地
震
、

津
波
、
豪
雨
に
よ
る
水
害
、

土
砂
災
害
、
大
火
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
町
民

の
方
々
誰
も
が
分
か
り
や
す

問　

胃
が
ん
発
症
の
原
因
と

さ
れ
る
ピ
ロ
リ
菌
の
検
診

を
、
町
民
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
各
種
健
康
診
査
項
目

に
追
加
し
て
は
。

問　

東
日
本
大
震
災
発
生
以

前
と
２
年
経
過
後
で
、
防
災

に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
は
改

善
さ
れ
た
か
。
ま
た
職
員
の

危
機
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ

た
か
。

問　

各
小
・
中
学
校
の
ト
イ

レ
で
洋
式
化
さ
れ
て
い
な
い

箇
所
が
あ
る
。
い
つ
ま
で
に

整
備
を
完
了
す
る
の
か
。
ま

た
暖
房
便
座
整
備
の
考
え

は
。

教
育
長

問　

避
難
所
と
な
っ
て
い
る

小
・
中
学
校
の
体
育
館
で
洋

式
化
さ
れ
て
い
な
い
学
校
が

あ
る
。
避
難
し
た
高
齢
者
や

体
の
不
自
由
な
方
の
こ
と
を

考
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も

合
わ
せ
て
整
備
す
る
考
え

は
。

教
育
長

問　

海
岸
堤
防
や
二
線
堤
は

津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

結
果
を
踏
ま
え
築
堤
し
て
い

る
の
で
、
盛
土
高
を
低
く
し

て
も
安
全
で
は
。

町
長

問　

災
害
危
険
区
域
外
地
域

に
家
屋
建
設
す
る
場
合
の
盛

土
高
を
制
限
で
き
な
い
か
。

町
長

問　

盛
土
高
を
見
直
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。
合
わ
せ

て
補
助
額
も
見
直
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

町
長

問　

鳥
の
海
湾
の
防
潮
堤
は

い
つ
か
ら
工
事
に
着
手
す
る

の
か
。

町
長

問　

防
災
・
減
災
に
関
す
る

本
町
の
今
後
の
取
り
組
み

は
。

町
長

佐
　
藤
　
　
　
實  

議
員

鈴
　
木
　
邦
　
昭  

議
員

平成27年度完了予定

トイレ洋式化整備の完了は小
・
中
学
校

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

国
の
動
向
を
見
る

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

ピ
ロ
リ
菌
検
診
に
つ
い
て

あぶくま公園で実施された水防訓練の様子

盛土宅地と既存宅地の高低差をどうするか

防災・減災対策

国
・
県
の
計
画
通
り
進
行
中

海
岸
堤
防
、河
川
堤
防
の
完
成
は

災
害
危
険
区
域

外
の
宅
地
盛
土

89



一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

問　

燃
油
が
高
騰
し
て
い

る
。
燃
料
費
の
一
部
を
補
助

し
て
は
ど
う
か
。

町
長

問　

仮
設
店
舗
に
つ
い
て
、

使
用
料
は
原
則
２
年
間
か
か

ら
な
い
。
２
年
以
降
も
引
き

続
き
使
用
料
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

問　

本
年
、
風
し
ん
が
大
流

行
し
て
い
る
。
妊
娠
初
期
の

妊
婦
が
風
し
ん
に
か
か
る

と
、
胎
児
が
心
疾
患
、
難
聴
、

白
内
障
な
ど
の
障
が
い
を

持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
可
能

性
が
あ
る
。
妊
娠
を
望
む
女

性
だ
け
で
な
く
、
男
性
を
含

め
て
、
家
族
ま
た
は
社
会
で

の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長

再
質
問　

20
代
か
ら
40
代
の

間
で
感
染
が
広
が
っ
て
い
る

が
、
こ
の
方
々
へ
の
周
知
方

法
は
。

町
長

再
質
問　

若
い
方
の
定
住
を

図
る
た
め
、
例
え
ば
義
務
教

育
中
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

に
対
し
て
、
町
独
自
で
補
助

金
を
支
出
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

町
長

問　

本
町
の
人
口
は
少
子
化

に
よ
る
自
然
減
と
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
、
人
口
減
少

が
進
行
し
て
い
る
。
人
口
減

少
は
町
民
生
活
の
活
力
低
下

を
招
く
ば
か
り
で
な
く
、
地

域
経
済
や
町
財
政
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
深
刻
な
問
題

で
あ
る
。

　

今
後
町
と
し
て
、
現
に
生

活
し
て
い
る
町
民
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
町
外
の
方
も
引

き
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
施
策
を
考
え
て
い
る

か
。

町
長

鞠
　
子
　
幸
　
則  

議
員

佐
　
藤
　
ア
　
ヤ  

議
員

企業誘致や子育て環境の整備が重要

予防接種経費の全額助成をする

定住化を促進するための施策は

風しんの予防接種の助成は

企業誘致が決まった町有地（亘理神宮寺地区）一年間の使用延長が決まった仮設店舗（公共ゾーン）

１年間延長する

他の自治体の動向を踏まえ検討

使用料無償継続を

燃料費の一部補助を

仮
設
店
舗

水
産
業
の
振
興
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一
般
質
問

町政のここが聞きたい

一
般
質
問

町政のここが聞きたい

説
明
し
な
い
こ
と
は
、
被
災

者
支
援
の
観
点
か
ら
不
公
平

で
は
な
い
か
。

町
長

大
規
模
ほ
場
整
備
が
計
画
さ
れ

て
い
る
吉
田
東
部
地
区
の
農
地

問　

災
害
区
域
の
土
地
利
用

計
画
に
つ
い
て
、
災
害
か
ら

２
年
以
上
が
過
ぎ
て
、
住
民

の
考
え
方
も
大
分
変
化
し
て

い
る
。

　

大
き
な
被
害
を
受
け
た
荒

浜
、
吉
田
東
部
地
域
の
土
地

利
用
計
画
や
公
共
施
設
の
整

備
は
、
基
本
計
画
、
実
施
計

画
以
前
に
町
民
の
声
を
聴
い

て
、
安
全
を
第
一
に
計
画
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

問　

荒
浜
地
区
の
介
在
農
地

は
公
園
用
地
に
使
用
す
る
た

め
、
10
㌃
４
０
０
万
円
で
取

得
す
る
が
、
吉
田
東
部
地
区

は
な
ぜ
取
得
し
な
い
の
か
。

町
長

問　

対
象
者
に
対
す
る
説
明

会
で
、
吉
田
東
部
地
区
と
荒

浜
地
区
と
の
取
得
の
違
い
を

問　

今
年
は
地
域
防
災
計
画

や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
地
域
の
こ
と
に
一
番
詳

し
い
の
は
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
を
含
め
た
地
域
の
方
々

で
あ
り
、
地
域
の
意
見
を
大

い
に
参
考
に
し
て
作
成
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

問　

大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
人
は
ど
こ
に
い
る

か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
時
の

緊
急
避
難
場
所
（
避
難
タ

ワ
ー
、
丘
等
）
の
確
保
と
誘

導
対
策
は
。

町
長

教
育
長

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

町
長

る
。
将
来
仮
設
住
宅
の
集
約

住
宅
の
空
き
部
屋
が
増
え

問　

震
災
以
前
ま
で
い
ち
ご

栽
培
し
て
い
た
畑
の
利
用

は
。

町
長

て
も
自
立
再
建
が
で
き
な
い

被
災
者
に
対
し
て
は
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
の
か
。

町
長

問　

集
合
・
戸
建
住
宅
が
完

成
し
て
入
居
が
進
む
と
仮
設

問　

災
害
公
営
住
宅
の
一
部

は
26
年
秋
に
は
入
居
開
始
、

防
災
集
団
移
転
事
業
の
土
地

引
き
渡
し
は
26
年
１
月
か
ら

可
能
と
な
る
。
そ
の
対
象
者

に
対
し
て
、
仮
設
住
宅
を
退

去
す
る
期
限
は
設
け
て
あ
る

の
か
。

町
長

再
質
問　

入
居
５
年
が
過
ぎ

問　

入
居
期
限
は
原
則
２

年
、
し
か
し
24
年
７
月
に
災

害
住
宅
の
整
備
が
遅
れ
て
い

る
の
で
３
年
と
な
っ
た
が
今

年
４
月
、
さ
ら
に
２
年
再
延

長
が
可
能
と
な
っ
た
。
当

町
は
何
年
延
長
の
考
え
で
、

国
・
県
と
の
手
続
き
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長

髙
　
野
　
孝
　
一  

議
員

鈴
　
木
　
高
　
行  

議
員

防災無線、広報車、消防団、メールで

登下校時の緊急避難場所と誘導避
難
対
策

災害危険区域

大
型
ほ
場
整
備
を
す
る

吉
田
の
介
在
農
地
の
買
収
は

防
災
計
画

土
地
利
用
計
画

長瀞小通学路（吉田地区）

公共ゾーン仮設住宅の空き部屋

吉田・大畑浜地区

牧
草
栽
培
で
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
導
入
を
検
討

最
長
５
年　

県
知
事
に
要
望

災
害
危
険
区
域
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
期
限
は
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調査報告と町への提言

委 員 会 調 査

教育福祉常任委員会

きめ細かな高齢者の自立支援

議長交際費を公開します
陳　情

引き続き「議員の出前懇談会」募集中!!

詳しくは　亘理町議会事務局　電話 0223－34－0506
http://www.town.watari.miyagi.jp/

10人以上の町民の出席が見込める団体・グループ
●利用できるのは

まちづくりに関することなど
●懇談会のテーマ

日時・場所についてはご相談に応じます。
●開催方法

議会を傍聴しませんか
◆ 次の定例会は

役場仮設庁舎２階大会議室で行われますので、お気軽にお越しください。

9月5日（木）～9月20日（金）までの予定です。

委員会報告　陳情
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わ
た

り
  議

会
だ

よ
り

N
o.120　

2013
・
発
行
　
亘
理
町
議
会
　
〒
九
八
九
│
二
三
九
三
　
宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
字
下
小
路
七
│
四
　
☎
〇
二
二
三
│
三
四
│
〇
五
〇
六

・
編
集
　
亘
理
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
・
年
四
回
発
行
　
　
　
　
　
　
　
・
印
刷
　
株
式
会
社
東
北
プ
リ
ン
ト

水
田
の
稲
も
日
増
し
に
緑

の
色
が
濃
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
の
田
植
え
時
期
は

降
水
量
が
少
な
く
、
高
台
に

あ
る
水
田
は
用
水
が
足
り
ず
、

代
か
き
、
田
植
え
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま

し
た
。
水
の
大
切
さ
を
つ
く

づ
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
町
の
６
月
定
例
会
で

は
、
長
瀞
小
学
校
、
荒
浜
中

学
校
の
災
害
復
旧
工
事
の
契

約
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
荒
浜
・
吉
田
東
部
地
区

が
震
災
以
前
よ
り
住
み
や
す

い
地
域
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
広
報
委
員
会

メ
ン
バ
ー
で
の
議
会
だ
よ
り

作
成
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一

回
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
ま

で
読
み
や
す
く
、
親
し
ま
れ

る
広
報
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。�

（
Ｋ
・
Ｗ
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長�

渡
邉　

健
一

副
委
員
長�

鈴
木　

邦
昭

委　
　

員�

鈴
木　

洋
子

�

髙
野　

孝
一

�

鈴
木　

高
行

�

四
宮　

規
彦

編
集
後
記

議会に関する詳しい内容は亘理町のホームページからもご覧になれます。

http://www.town.watari.miyagi.jp/
この広報誌は、
米ぬか油を使用した環境
配慮型「ライスインキ」で
印刷しています。

復
興
事
業
が
進
む
に
つ
れ

て
地
盤
沈
下
へ
の
盛
土
、
造

成
、
築
堤
な
ど
の
工
事
の
た

め
に
大
量
の
土
砂
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
土
砂
の
採

取
に
は
立
木
の
伐
採
が
伴
い

ま
す
。

業
者
は
用
途
別
に
切
断

し
、運
搬
す
る
経
費
と
し
て
、

見
積
り
額
か
ら
約
95
％
を
差

し
引
い
て
山
主
側
に
支
払
い

ま
す
。

植
え
付
け
当
時
よ
り
７
～

８
年
間
、下
刈
は
も
ち
ろ
ん
、

フ
ジ
や
ツ
タ
そ
し
て
ウ
ル
シ

の
木
の
除
去
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
肥
培
管
理
な
ど
で

50
数
年
山
に
手
を
加
え
て
き

ま
し
た
が
、
わ
ず
か
５
％
の

金
額
で
は
固
定
資
産
税
の
支

払
い
も
手
出
し
と
な
り
、
再

植
の
た
め
の
苗
木
の
購
入
も

ま
ま
な
ら
ず
、
植
林
の
人
件

費
な
ど
は
無
理
な
話
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
林
業
農
家

の
後
継
者
が
い
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
山
の
環
境
破

壊
が
進
む
中
で
、
後
世
ま
で

継
承
さ
れ
る
政
策
が
望
ま
れ

ま
す
。

震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め

と
は
い
え
、
先
人
た
ち
が
守

り
育
て
て
き
た
山
の
姿
の
変

わ
り
よ
う
に
は
忍
び
難
い
思

い
で
す
。

村む
ら
か
み上　

耕こ
う
さ
く作 

さ
ん

（
小
山
　
81
歳
）

復
興
事
業
と
林
業
農
家

私 も ひ と こ と

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
生
活

不
活
発
病
の
こ
と
が
報
じ
ら

れ
、
大
震
災
で
仮
設
住
宅
に

入
居
し
て
い
る
方
々
の
ご
苦

労
と
健
康
に
つ
い
て
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
も
健
康
で
生
活
し
た
い

と
思
い
、実
践
し
て
い
る
こ
と

の
一
つ
に
亘
理
公
園
を
利
用

し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
あ
り

ま
す
。朝
の
澄
ん
だ
空
気
と
日

ご
と
に
変
化
す
る
木
々
の
緑
、

野
鳥
の
さ
え
ず
り
な
ど
を
全

身
で
感
じ
な
が
ら
、よ
く
手
入

れ
さ
れ
た
花
壇
や
バ
ラ
園
の

周
囲
や
林
の
中
な
ど
を
約
１

時
間
歩
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
散
歩
中
に

お
会
い
す
る
方
は
ほ
ん
の
数

人
程
で
、
日
に
よ
っ
て
は
誰

に
も
会
わ
ず
に
帰
宅
す
る
こ

と
も
あ
り
、
と
て
も
残
念
に

思
い
ま
す
。

公
園
で
多
く
の
方
と
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
、
会
話
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
心
身

と
も
に
健
康
な
町
民
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

加か

と

う藤　

治は

る

こ子 

さ
ん

（
五
日
町
　
70
歳
）

公
園
を
も
っ
と
利
用
し
ま
し
ょ
う

亘理公園（鹿島地区）

伐採された森林（小山地区）


